
岡山大学文明動態学研究所第 1 回特別展 

津島から世界へ、世界から津島へ 

開催概要 

 

会期  令和 5年 2月 10 日（金）～3月 19 日（日） 

    開館時間 午前 10 時～午後 6時（入館は午後 5時 30 分まで） 

    休館日  毎週月曜日 

会場  岡山シティミュージアム 4 階企画展示室 

     岡山市北区駅元町 15-1 

主催  岡山大学文明動態学研究所、岡山シティミュージアム 

協力  BIZEN 中南米美術館、倉敷考古館 

後援  未定 

料金  入場無料 

問い合わせ先 岡山大学文明動態学研究所 

 

開催趣旨 

 岡山大学文明動態学研究所は、過去の探求と地域への着目から得られた新たな知で、持続可能な社会

の構築を目指します。本特別展は 2部構成で、第１部では本研究所が拠点とする「津島」という小さな地

域の歴史を深く掘り下げます。対して第２部では津島キャンパスで行われている「世界」を舞台としたさ

まざまな研究の一端を紹介します。文明動態学研究所を通じ、津島の知は世界へと羽ばたき、世界の知は

津島へと集積されるのです。 

第 1部では、「津島」という地名が成立する遥か以前、岡山平野が形づくられ始めたころからの歴史

を説き起こします。展示の主体をなす津島岡大遺跡では、縄文時代後期（約 4000 年前）の集落や、弥

生時代開始期（約 2800 年前）の水田跡などが発掘されており、人間の暮らしを遺跡・遺物・周辺環境

から探ることができる貴重な成果が得られています。また明治時代に設置された旧陸軍第十七師団駐屯

地の跡も残り、現在の津島と岡山の地の成り立ちを考えるうえで欠くことができない遺跡です。 

第 2部では、「津島」から「世界」を捉え、中央アメリカに栄えた古代マヤ文明について紹介いたしま

す。文明動態学研究所は重要な研究課題の一つとして「国境を超えた人類史学としての考古学」を掲げて

いますが、南北アメリカ大陸中間部のメソアメリカ、特に古代マヤ文明がその主要な研究フィールドの

一つとなっています。文明の起源から広域における文化の交錯、文明の発達とスペインによる征服を経

て、現在を生きるマヤの人々まで、BIZEN 中南米美術館の協力による美しい展示品と共に、その概要を紹

介いたします。 

 

   

 主要展示資料所蔵先（予定） 

  第 1 部 岡山大学・倉敷考古館・岡山県古代吉備文化財センター・岡山市教委 

  第 2 部 岡山大学・BIZEN 中南米美術館・本谷裕子氏 


